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正しく使う力を身に付けよう ～インターネット、SNSの利用について～ 

学校では、今年度もインターネット利用状況に関するアンケート調査を全児童対象に行いまし

た。目的は利用状況を把握し、トラブルを起こさない・巻き込まれないように指導し、正しく使う

力を児童が身に付けることができるようにするためです。実態として次のことが分かりました。 

一部を紹介します。 

・自分専用のスマホやタブレットを持っている ６２％ 

・平日、1日にどれくらいの時間インターネットを利用していますか。 ２時間より多い ３４％ 

・SNSを利用している（LINE,X,Instagram,TikTokなど） ３５％  

・あなたの家では、インターネットの使い方のルールを決めていますか。 決めている ６９％ 

自分専用のスマートフォンやタブレットの所持率が高いです。また、インターネットを長い時

間使用している児童もおり、健康面への影響も心配なところです。 

児童の多くがSNSを利用し、５・６年生では、写真や動画を投稿したことがある児童が多いで

す。また、悪口を書かれたり書いてしまったりした経験がある児童もいました。自分専用の機器

を使用している場合は、保護者の目が届きにくくなります。知らない人とやり取りをしてトラブ

ルに巻き込まれたり、自分が起こしたりしてしまう可能性は、高士小の子どもたちにも十分にあ

ります。７月１０日に行われた高士小学校区青少年健全育成協議会主催による「人権講話会」で

も、上越市教育委員会社会教育課社会教育指導員である講師様より、「インターネットによる人権

侵害が大きな社会問題になっている。インターネットを正しく扱う能力を身に付けることが重要。」

とのお話もありました。 

この状況を踏まえ、７月に、各学級で「新潟県SNS教育プログラム」を活用した授業を行いま

した。インターネットやＳＮＳ利用時の危険性や安全に使用する方法、モラルなどについて、発

達段階と現状に合わせて子どたち自身が自分の使い方を振り返って正しい使い方を考えたり、担

任が指導したりしました。また、回答内容によっては、教育相談で個別に話をしました。青少年を

トラブルから守るため、多くのSNSには年齢制限があります。フィルタリングの設定や親に相談

しやすい・親子で話し合える関係づくりもトラブル回避のための方法です。お子さんと決めた「夏

休みの我が家のメディア・ルール」をしっかりと守って、安全かつ健康に過ごすことができます

よう、「どのような使い方をしているか」「夏休み中もルールを守れているか」「困ったことがない

か」どうかの確認や、必要に応じた指導と見守りの継続をお願いします。 
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重点目標 レッツ チャレンジ！ 

お陰様で、１学期は、子どもたちが様々なことに挑戦し、大きく成長しました。充実した教育

活動を行うことができた１学期となりました。保護者、地域の皆様のご支援とご協力に感謝申し

上げます。ありがとうございました。２学期もよろしくお願いいたします。                 



「上越市防犯の日の取組」と児童の安全についてのお願い 
 

「善兵衛学習」 体験活動充実！ 

 

＜夏休み中のお願い＞ 

・8月７日（金）～1４日（金）は教職員不在となります。土日曜や祝日、学校閉庁日は市教

委緊急電話へ連絡をお願いします。市教委緊急電話080-2371-0781 

・夏休み中にお子さんが負傷などで救急搬送された、入院することになった、手術をするこ

とになったなどの場合は市教委ではなく学校に連絡をお願いします。休日や学校閉庁日で

あっても、この場合は学校緊急電話に連絡をください。 

高士小学校緊急電話080-7188-8056 

・ 

＜８月の主な予定＞ 

１９日（月） 雄志中学校区教職員全員研修会          

２３日（日） ふるさと高士まつり 

2７日（木） ２学期始業式 全校下校11:２0  

２８日（金） 全校５限後下校（この日から平常授業） 

※８月７日（金）～1４日（金）は、 

閉庁日で、学校が無人になり

ます。 

上越市防犯週間に合わせて、高士地区防犯協会会長様より、地域の危険個所や安全に過

ごすために気を付けることについて、お話しいただきました。また、高田東署員様より、

不審者から身を守る方法、遭遇した際の対応、交通安全についてお話いただきました。お

二人とも、具体的な事例などを交えながら、子どもたちに分かりやすく指導くださいまし

た。夏休みは子どもだけで過ごす・自転車に乗って出かける機会が多くなり、自分の命は

自分で守る判断や行動ができないと、事故や事件にあってしまう可能性が高くなります。

被害者にも加害者にもならないような正しい自転車の乗り方や不審者に遭遇してしまった

際の対応について、学校でも再度指導しますが、以下のことをご家庭でもご指導ください。

また、地域の皆様からも見守りをお願いします。 

① 自転車は車道を通り原則左側通行（歩道は例外）、歩行者優先。 

② 交差点では信号と一時停止を守って安全確認。 

③ ヘルメットを着用する。 

④ 不審者に出会ったら大声を出す、近くの民家等に逃げ込む。すぐに警察へ連絡する。 

⑤ 合言葉「きょうは イカのおすし」を実践する。 

  知らない人や危険な場所からは「きょ」りをとる・「う」しろに気を付ける・ 

「は」やめに帰る・ついて「いか」ない・知らない人の車に「の」らない・ 

「お」お声を出す・「す」ぐ逃げる・大人や警察に「し」らせる 

 

善兵衛学習の体験活動も本格化しています。５・６年生は岩の

原葡萄園でのインタビューと傘かけ作業体験をさせていただき

ました。３・４年生は、学校で、ぶどうの芽かき・摘房・袋掛け

作業を行いました。子どもたちは多くのことを学びました。ご支

援とご協力いただいた皆様、ありがとうございました。 


